
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２/２2（木）開催 『電子帳簿保存法改正実務対応のポイント』 受講申込書 

 能代商工会議所 行 ⇒ FAX：0185-55-2233                    （申込日：２０２２年       月      日） 

企 業 名  Ｔ Ｅ Ｌ  

住 所  Ｍ ａ ｉ ｌ ＠ 

受 講 者 名 ①                          ②                          ③ 

※ご記入頂いた情報は本講習会に関する運営のみに利用し、取扱いにつきましては個人情報保護法に則り、厳重に管理致します。 

【ご参加される皆さまへ】 
 セミナー開催に当たり、当所でも新型コロナ対策に努めて参りますが、ご参加の際にはマスク着用および手指消毒にご協力下さいますようお願いします。また、発熱や風邪等の症
状がある方、体調の悪い方のご参加はお控えください。なお、新型コロナ感染拡大状況により、中止・延期・開催方法変更とさせて頂く事もありますので、ご承知おきください。 

◆開催日 １２月２２日(木) 

1３：３０～1６：００ 

◆会  場 能代商工会館３階多目的ホール 

（能代市元町１１－７) 

◆受講料 無料 (会員・非会員問わず) 

◆定  員 ２０名 (先着順) 

<お申し込み方法> 

  下記申込欄をご記入の上、 ＦＡＸにてお申込みください。 

◆お申込み・お問い合わせ先 

 主催：能代商工会議所（TEL0185-52-6341） 

１．電子帳簿保存法改正のポイント 

２．電子取引情報の具体的な保存方法 
・真実性の要件をどう満たすか 
・可視性の要件をどう満たすか 

３．中小企業での取引データの 

             具体的な保存方法 

４．宥恕
ゆうじょ

措置終了後 
(２０２４年 1月 1日以降)の具体的対応 

５．インボイス制度の概要 

２０２２年１月１日より電子帳簿保存法の改正により電子化要件が大きく緩和されると同時に、電子取引のデータ保存が義務

化となりました。企業が対応すべき範囲は想像より広く、早急な対策が必要となります。日々の業務の中で、取引先からメール等

で添付された請求書や領収書、ウェブサイトからダウンロードするデータは、必ず電子データで法令要件に従って管理することが

必要となります。本講習会では、電子取引情報の具体的な保存方法のポイント等について、わかりやすく解説します。 

〈講師プロフィール〉 

星
ほ し

 叡
ただし

 氏  ・税理士法人トリプル・ウイン顧問・税理士・行政書士 

駒澤大学大学院経営経済学研究科 卒業後 公認会計士事務所・税理士事務所勤務を経て昭和５６年５月：星晴喜税理士事務

所開業、実務経験を積みながらクライアントを増やし、傍ら全国の法人会・経済団体の研修講師としても活躍の場を広げ、現在は“誰

もが避けて通れない相続”をメインテーマにコンサルティングや講演活動を精力的に行っている。 


